
 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ ２学期終業式で伝えたこと ～ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若手・新任教職員＆町職員紹介シリーズ 第６弾：齋藤博之 業務員 

 
 

 

 

 

 

 

 

 夏、秋、冬と３つの季節をまたいで学校生活を送った２学期。日々の学習はもちろん、南小祭や校内持久走記

録会などの大きな行事、谷地高生との触れ合いに代表される多くの地域の方々との交流などを通して、谷地南部

っ子一人一人だけでなく集団として大きく成長した学期となりました。しかしながら、熊の出没・目撃事案やイ

ンフルエンザ感染拡大による一部学年閉鎖など、保護者並びに地域の皆様方にご心配をおかけしたり対応にご協

力いただいたりしなければならないこともありました。そのような中で、大きな事故や怪我等無く、全校児童が

明るく元気に過ごせましたこと、保護者並びにご家族、地域の皆様方のお力添えのお陰です。本当にありがとう

ございました。なお、２学期終業式で、校長が全校児童に伝えたことの骨子を下記にお伝えします。良いお年を

お迎えください。 

 経営キーワード「言葉（言葉遣い・言語力）」・自立（自ら判断実践・協働的解決・新たな課題追究）」

 

繋 
令和７年度 学校便り 

Ｒ７．１２．２５ 

ＮＯ ２４ 

校長 秋場 一憲 

学校教育目標「ふるさとを愛し、未来をしなやかに生き抜く谷地南部っ子の育成」 

８２日間の学校生活を振り返って（成長の足跡） 

 今回は、本校の縁の下の力持ちである齋藤博之 業務

員を紹介します。本校勤務３年目を迎えました。管理職

よりも早く出勤し、冬期間には職員室の暖房を入れ、す

ぐに各階・各所のごみをまとめ外に出します。朝から職

員室にいることはほとんどなく、校舎周りやグラウンド

の手入れ、片付け、子供たちや担任から依頼された物品

の修理など、時間を惜しむように実直に丁寧に仕事を行

っています。そのほか、南小祭に併せて「南部魂」の木

札を製作し教職員や５年生にプレゼントするなど、熱い

メッセージを行動で伝えていただいています。目立たな

い所で、本校の教育活動を熱く、強く支えていただいて

いることに心から感謝しています。 

【校長講話（骨子）】 

○日々の学習で身についた力（きく力・書く力・

読む力など） 

○行事や児童会活動で見えた谷地南部っ子の素

晴らしさ（向上心・粘り強さ・思いやりなど） 

○多くの方々に支えられ成長していることへの

感謝（交通安全・地域学校協働活動など） 

○来校者からいただいた嬉しい声 

○年中行事（しめ飾り）に込められた願い など 

 

給食の搬入に備え除雪 

校長講話の一場面 

代表児童によるがんばり発表 １年生の聴き方も成長 



教職員の人事について（お知らせと御礼）                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度より本校に勤務し、子供たちの保健指導や怪我 

等の処置にあたってきた髙橋美咲 養護教諭が、諸事情に
より１２月３１日付けで早期退職をすることになりまし
た。赴任以来、保護者並びに地域の皆様方より仕事ぶり
を温かく見守り励ましの言葉をいただきましたことに深
く感謝申し上げます。なお、後任者は、次号にてお知らせ
いたします。 

【髙橋 養護教諭より（挨拶と御礼）】 
 赴任する前は不安や心配な気持ちがありましたが、子
供たちが温かく迎えてくれ、とても嬉しかったです。素
直で元気いっぱいの子供たちから、毎日元気をもらって
いました。保護者並びに地域の皆様方からは、日々温か
く見守っていただき、大変ありがとうございました。 

２学期終業式後のお別れ会にて 

１月予定 


